
         

 

 

 

 

 

 三重県は、豊かな山、海、川といった自然に恵まれ、私たちは、その恩恵を受け

て日々の暮らしを営んでいます。 

しかし、近年、地球温暖化に伴う気候変動の影響と考えられる事象が増加し、県

内においても、豪雨災害や熱中症患者の増加、農水産物への被害等私たちの生命や

暮らし、命の源である食が脅かされてきており、温暖化防止は待ったなしの状況で

す。 

昨年公表された「ＩＰＣＣ特別報告書」では、工業化以前からの気温上昇を２℃

上昇よりもリスクの低い１．５℃未満に抑えるためには、２０５０年頃に二酸化炭

素の排出を実質ゼロにする必要があると示されました。 

こうした中で、２０１６年の「Ｇ７伊勢志摩サミット」において、首脳宣言にも

その着実な実施等が盛り込まれた「パリ協定」の取組が、間もなく２０２０年から

スタートします。 

今こそ、ＳＤＧｓの「誰一人取り残さない」という精神にのっとり、将来に渡っ

て、健康で安全、安心に暮らすことができる地球環境を守り、県民誰もが幸福を実

感し、三重ならではの豊かさを享受できる、新たなステージへと進まなくてはなり

ません。 

 

本県には、四日市公害の経験から日本の公害問題解決の道を拓き、産業廃棄物税

の導入、レジ袋の有料化など、全国に先駆けた環境への取組を進めてきたスピリッ

トがあります。また、オール三重で、伊勢志摩サミットを成功に導いた経験や自信

があります。これらを原動力として、積極的に行動に移し、必ずや結果を導き出す

ことができるものと確信しています。 

 

県は、市町、事業者や県民の皆さんとともに手を携え、未来を生きる子どもたち

のためにも、地域から世界の脱炭素化に貢献するとの気概を持ち、２０５０年まで

に県域からの温室効果ガスの排出実質ゼロを目指します。 

 

脱炭素社会の実現に向け、県が率先して取り組む決意として、ここに宣言します。 

 

                       ２０１９年１２月１５日 

                       三重県知事 鈴木 英敬 

ミッションゼロ ２０５０ みえ 

～脱炭素社会の実現を目指して～ 

別紙２




